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なりましたので,お 疲れになるのではないかと心配 したほどで した。結局1時 間ばか り








つ も暖か くご指導下さったという点でやはり先生で もあ りました。浅沼さんは,こ の
1965年の7月 には,経 済学部の助手になられ,私 はその2年 後の11月に助手となり,
ずっと,同 じ経済学部経営学科のスタヅフとして研究 ・教育にあたってまいりました。





ご母堂様が一時帰国なさったからで した。 日本の敗戦は小学校4年 生のときに旧,奉天
.、。,(、。8).._第 瀦 第1号,ミ
でお迎えになりました。雪崩をうって侵入 してきたソ連軍戦車の威圧感につい七.,かつ.






に,行軍の時には美しい5重 唱を歌っていたことに強い印象を受けられたをうで,こ の 桑







した。病院で1年1ヵ 月,そ の後ご自宅で約2年 療養され,1956年9月同志社高校の3










変ご多忙な毎日でした。昨年3月 に学部長の任期が終わ り,ようや く研究生活に復帰に








たというだけでな く,強いス トレスになっていたことが大きな原因の ユつだと思われて
ならないからです。1昨 年の夏,予算申請にご苦心をなさっておられたときに,偶然,

























きましても,重要な研究を発表 しておられます。しかし,最 も大 きな貢献は,第1に 経
.110(110)第158巻 第1号
済主体問の長期継続取引に関する徹底 した実証研究と,第2に それに基づく理論の枠組












継続取引の中で買い手 と売 り手がフィー ド・バックを重ね,そ の中でそれぞれの企業も
成果をあげていき,かつ,こ れらの企業のシステム全体 としても成果を改善 してい くノ
ウハウを積み上げてきていることを明らかにしていることであります し,しかも,それ,




































た♂ したがいまして,浅 沼さんは,企業活動の主要な3つの領域,す なわち,第 ユに原










企業が世界に寄与 しうるもの一 北米での自動車生産にみる 」と題されており,ま








変感謝 しておられましたが,い つの日か日本がアメリカにそ して世界に貢献する時がく
ることを心の奥で夢見ておられたに違いありません。そして,こ こであげました論文か
らは,そ の夢が現実のもめとな りうるという心の高揚ぶ りがよくわかる気がいたします。
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私は未だ理解が足 りないと思 うのですが,浅 沼教授の全貌を私なりに解釈いたしまし















































































1990年代の浅沼さんの業績は,特 に中核.企業 とその企業の上流にある供給企業 との間
の補完関係を捉えその役割を明らかにするということであったわけですが,先程赤岡先


























崩壊波及効果が種々の業種で点在 し,多 くの企業が減益や赤字 という事態に直面 してい
る。これとともに一般向けの.メディア上で日本の経済の限界にきたとか終身雇用の現行
システムはもはや維持で きないとかいう種類のメッセージを主要内容 とする論説が盛ん
に繰 り返されるようになった。だがい くらそうした紋切 り型のメッセージを繰 り返 して
も日本企業のこれからの経営にとって有効な指針は出てこないであろう。




















































りフレキシブルな小回りのきく組織形態を作 りつつあ ります。例えば,私 が今仕事の本.
拠としてお りますシリコンバレーでは企業の組織のあ り方という.翻)はいろいろな面に
おいて浅沼教授が抽象されたところの中核企業とディーラー或い.はサブラヤーとの関係














































































襲い,浅 沼さんが経済学部長の時はわたくしが学生部長をつ とめるという具合に,い わ
ゆる管理職としても,時間的 ・空間的に密接に連結した領域で,意見の交換をくりかえ
しながら共に仕事をしてきました。ほぼ35年にわたるかけがえのない親友であ り,相談






























ではあ りません。統治者,政 治家あるいに思想家の場合,自 分の理想や主張が容れられ
ないとき,容れられなか った環境を批判 した り,嘆いた りすることがままありますが,











































したが,そ の折のことです。引っ越 しの作業のなかで,持 ち運びは力仕事ですか ら簡単







ませんので,浅 沼さんが思考蓼続ける間,わ た くしは待たねばな りませんでした。わた
くしの言うとおりにすれば,も っと早 くすむのにと思いながら,であります。このとき












が,そ のわたくしに彼は,そ うするのがいちばん合理的で,担 当官のスケジュールにか
かわらず,担 当官と話しができるのだと真面 目な顔で説明されるのです。
わたくしの記憶では経済学部のスタッフの中でアタッシュ ・ケースを使ったのは浅沼
さんをもって嚆矢 とします。これも合理主義 と関係があります。A4サイズの大 きさの
ペーパーを,2列 にしかも形を崩さずに運べるのはこれ しかない,と いうのが彼の理由
であり,わた くしもそれには掛け値なしに賛成 して,わた くし自身もすぐに使 うように




また雪で凍てつ く日にはデイパ ックを背負い,あ るいは雨眉からたすき掛けにバッグを
掛けて歩 く姿にもなりました。わたくしにはその姿が背嚢を背に,水筒と銃をたすきに







誓ったことは,天 国におられる浅沼さんにはお見通しでしょうから,申 しません。 しか
し2年前に浅沼さんに依頼され,果 たしていない小さい約束のことで,寛容な浅沼さん
はもう忘れておられるかもしれませんが,お わびを申さねばなりません。そのとき浅沼









心血を注がれた部長職の後半の1年 と報われなかった闘病の1年 よりなりますが,こ の
苦境にも統率者 としてのっ とめを果たそうとされた父 ・浅沼さん,そ して彼同様に心優
しくこの苦境を担い合われた奥様と御子息たちの姿がほうふっ と現前 したからであ りま
す。このようにすばらしい御家族であ りました。そしてその約束を果たさなかったわた
くしには,浅沼さんから受けた御厚誼に何の返礼 もできなかったような寂しさが残って
います。
浅沼 萬里というかけがえのない友人をわた くし達から奪うという苛酷な試練を,神.
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はなぜなさるのか。これは告別式を司祭された牧師のおことばです。それにつづき司祭
は,神 の前に安らかに救われてある浅沼さんのことを,そ してその意義を申されました。
その折わたくしは苦痛から開放された浅沼さんの喜びを思い,安 らかな寝顔をひたむき
に想像 しました。浅沼さんとの35年にわたる交友を振.り返る余裕ができたいま,わ たく
しの目に浮かふのは彼の寝顔ではありません。あの激痛から永久に解かれ,研 究課題で
あった企業間関係の問題を研究する姿です。そう考えることで,浅 沼さんの無念さを,
そしてわた くしの悔しさを慰めてもいます。
最後にもう一つわた くしの個人的な感情を申し上げることをお許し下さい。浅沼さん,
ありがとう。安らかに研究をお続け下さいQ
